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1 . 患者言

筆者は現在，小学校教諭，中・高保健体育科

教諭jの免許状を取得するため，大学で教職課程

を履修している.その過程で教育実習に行き，

水泳指導に携わる場面があった.しかし‘筆者

は泳ぐことがとても苦手であり，水泳指導の際

には苦労した.また，筆者は小学校・中学校・

高等学校と水泳の授業を受けている時も，大変

苦労した経験がある.

このような経験カるら，小学校・中学校 e 高等:

ついて示した凶である.民 2は現在の学生の水

泳能力について示した凶で、ある，

調査結果からもわかるように，教員を目指す

学生の中には，泳げない学牛~ÍI> 2割弱も見受け

られた。そういった学生たちが，泳力の低いま

ま教師になってしまうと，十分な水泳指導がな

されだとし、可能性があると思われる.逆に水泳能

力がそんなに低くなかった学生の理由として

は，スイミングスクール経験の有無が示された.

水泳能力を比較したところ，スイミングス夕、‘

学校，また大学で水泳の授業を受けても，泳げ ル経験のある学生が泳能力の高いということ

い人は泳、なし、ままなの;うもと疑問を宇

将来手水泳指導に携わ のある 1-:.主

この主うな現状では問題があると考え P 教員を

養成する大学にill}う学生が，水泳指導者として

備えるべき資賀を明らかにしたいと考え，…

2. 研究方法

調査対象は，本学を含む 5つの大学の教員免

許取得希望の学生 150名(男 68名，女子 82

名ト調査方法は対象者全員に対する水泳能力

についての選択式のアンケート調査である.

3. 結果と考察
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民 1は学生全体の自身の過去の水泳能力 'f

も明白でiちつ~・

4. 結論

本研究では 3 将来教師として水泳指導に携わ

るであろう学生を対象に，水泳能力についてア

ンケート調査を実施した.調査結果をもとに泳

力に差がつく背景を考察し，将来教員となる学

生が水泳指導者として備えるべき資質を探ぐ

ろうとした.

過去(小学校・中学校・高等学校)での水詠

能力が低かった学生らが，大学のカリキュラム

によって泳げるようになったという回答がほ

とんどいないことがわ方、った.

調査結果からも，将来教員となる学生が水泳

指導者としての資質を備えるためには，大学の

水泳カリキュラム，水難リスクおよび水難防止

策に対する水泳教育実践プログラム・カリキュ

ラムの検討が今後も求められると言える.
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